


♠今の時代にこの日本で停電が２４時間も続くことがあるとは考
えたこともなかった。電気がないと寒いし暗いし食べれない
し動けない。自分の電気は自分で作れればいいんだけどね。

（当事者　60代男）

♡世間が自粛モードの中、大阪長居スタジアムで行われた日本
代表 ＶＳ Ｊリーグ選抜　ＴＥＡＭ　ＡＳ　ＯＮＥのチャリ
ティーマッチ、とても元気付けられました。今後もこういう
のチャリティーマッチが増えていけばいいなと思いました。

（当事者　10代男）

♣家が陸奥湾沿いで津波警報がでて初めて避難した。停電が解
消したので家に帰り早速防災バッグを作ったけど、いつ震災
があるかしれないので、今、この時を大切にして、出来る限
り被災地を応援していきたい。　　　　　　（当事者　60代女）

♢我が家はガス調理器だったり、電気を使わない石油ストーブ
などがあったので、それほど厳しい環境ではありませんでし
た。ただ情報に乏しかったのでラジオがあればよかったと思
いました。　　　　　　　　　　　　　　　（当事者　30代男）

♠３月１１日の大地震によってライフラインを失うというのはと
ても恐ろしい経験でした。自宅の裏が海の私には、あの大津
波の映像はあまりに現実離れしたもので頭の中で理解できず
にいました。日本は地震大国と前から言われているので、い
つ大地震が来ても冷静に行動出来るよう、家族でルールを決
めていこうと思います。　　　　　　　　　（当事者　30代女）

♡地震直後、ヘルパーやスタジオとまとのスタッフが安否確認
に駆けつけてくれました。停電中はそのスタッフのお宅にお
世話になり、とても助かりまし た。電気も大事ですが、それ
以上に人と人、人と社会のつながりがとても大事だと思いま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　（当事者　30代男）

♣初めての経験で驚いた。　　　　　　　　　（当事者　20代男）

♢がんばろう日本というけど、何をがんばるのだろう。明日は
我が身、勝手な事は言えない。とにかく前向きに生きること、
生きることが大事。　　　　　　　　　　　（当事者　50代男）

♠携帯電話がつながらなかったこと、ガソリン補充が大変だっ
た。ＣＩＬ代表で被災地にボランティアに行きたい。

（ヘルパー　30代男）

♡祖母をはじめ、親戚が津波被災地に住んでいて、ずっと連絡
がとれず、もうだめだろうなとあきらめていたら祖母生存の
連絡が！！　波にのまれたものの、助けていただいたそうです。

　まだ見つからない人も沢山いますし、余震が続く毎日ですが、
一日も早く安心して眠れる日が来るよう祈ってます。

（スタッフ　30代女）

♣今回は捨てるのがめんどくさくて、ずっとしまっておいた反
射式ストーブのおかげで助かりました。

（ヘルパー　20代男）

♢募金、物資、言葉、ボランティアなどを通して、色々な人が
日本を助けてくれている。いつ何どきも助け合いが大事。

（当事者　20代女）

♠避難して一番困ったのはトイレでした。　　（当事者　60代男）

♡朝起きたら、電動ベッドは元に戻しておかないと、その夜は
夫は寝られないことがわかった。ガソリンスタンドに並んだ。
手に入らないものがたくさんあった。薬も制限された。ブレ
ーカーを自分でおろした。地震のような気がして今でもあた
りを見回す。　　　　　　　　　　　　　　　（家族　50代女）

♣２回目くると予感していた。本当にくるとは思わなかった。
多分３回目もあるかも…。　　　　　　　　（当事者　40代男）

♢停電した時、心細かった。電気のありがたさが分かった。
（当事者　10代女）

♠大震災でいきなりの停電、「体温調節」出来ないのに電気使わ
ない反射式ストーブが無い我が家…２度目の停電を体験して
も、買う気の無い我が家…こんな「心構え」でイイのでしょ
うか？　 　(阪神大災害の時尼崎で被災した当事者　30代男）

♡生まれて初めての長時間の停電。怖かったです。
（ヘルパー　20代女）

♣災害は人を選ばないので辛いし、幼い命を奪った事を考える
と悔しい気持ちも生まれています。亡くなられた方々の為に
も、被災地はもちろん日本全体が良い方向に向かうように、
出来ることを『続ける』ことが大事だと感じています。一人
一人が。　　　　　　　　　　　　　　　（スタッフ　30代男）

♢３月１１日は妻と娘でイト―ヨーカドーのスタジオアリスで写
真を撮ってもらっていました。とっさに妻と娘をかばった私
は良い旦那。　　　　　　　　　　　　（ヘルパー　30代男）

♠毎日、新聞で地震で亡くなった方の名前の欄で小さな子供の
年齢を見ると、私にも５歳になる娘がいるので、とても胸を
締め付けられる思いです。家族で元気に過ごせている事に感
謝し、自分にできる事を続けていこうと思います。

（ヘルパー　30代女）

♡ただでねぇな（訳・すごく大変だなぁ）この3重苦「地震・津波・
原子力）を乗り越えようぜ。　　　　　　　（当時者　50代男）

♣今回の地震で停電を経験して、とても恐い思いをしました。
自分でもパニックになってしまいました。青森より被害の大
きかった所は、もっと大変な思いをしていると思います。早
く復興して、今まで以上に人も街も元気になりますように。

（ヘルパー　30代女）

♢地震直後、帰り道信号がつかない道路で道を譲り合う場面を
何度も見ました。世界も評価しているとおり日本は素晴らし
い国です。

　一歩一歩皆で乗り切ればいつか絶対元に戻れると思います。
（当事者　20代男）

♠団結力が必要だと思った。ものすごく恐かった。
（当事者　20代男）

♡被災された方々に何を言葉にしていいのかも分からない、未
だ子供で守られている立場の私ですが、私に出来るのは結局
は自分の事を先ずこなすこと。今はそれだけです。被災地の
皆様に痛みを感じる心に変わりはありません。微力ではあり
ますが、出来る事を続けながら、共に祈っています。

（当事者　20代女）






